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Ⅰ 子ども交流事業実施要項 

 

１ 目的 

  松本市・福津市の小学生が、学校、年齢、地域を越えて交流し、子どもたちの視野

を広げるとともに、自然や文化について学び、語り合い、理解しあうことにより、子

どもの意見表明や社会参加の実現を図るもの 

 

２ 日程 

令和４年１２月２５日（日）～２８日（水） 

※福津市の児童は、１２月２６日（月）～２８日（水） 

 

３ 場所 

  福岡県福津市ほか 

 

４ 参加者 

（１）松本市 小学５、６年生（令和４年１２月時点）       １３人 

（２）福津市 小学５、６年生、中学１年生（令和４年１２月時点） １５人 

合計２８人 

 

５ 内容 

対面式、文化財・史跡見学、意見交換会など 

 

６ 本市参加者募集方法 

（１）応募要件 

  ア 市内在住、通学または活動している小学４、５年生（令和３年１０月時点） 

  イ 過去に、こども育成課が主催する札幌市や福岡県での子ども交流事業に参加し

た経験がない者 

  ウ 令和３年に乗鞍高原で行われる交流事業、令和４年に福岡県で行われる交流事

業に参加できる者 

（２）募集・決定方法 

   上記（１）ア～ウの応募要件で、令和３年の交流事業時に募集・決定しました。 
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Ⅱ 参加者名簿 

班 福津市 松本市 

A 

中学１年生 小学６年生 

小学６年生 小学６年生 

小学６年生 小学６年生 

小学５年生 小学５年生 

小学５年生  

B 

中学１年生 小学５年生 

中学１年生 小学５年生 

小学６年生 小学５年生 

小学６年生 小学５年生 

小学５年生  

C 

中学１年生 小学６年生 

小学６年生 小学６年生 

小学６年生 小学６年生 

小学６年生 小学５年生 

小学５年生 小学５年生 
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Ⅲ 事前学習会 

 

１ 第１回学習会 

（１）日時 令和４年６月１２日（日） 1３：３0～1５：00 

（２）内容 子ども交流事業について、１日目の見学場所について、おみやげについて 

見学場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約半年ぶりに会う仲間。はじめは少し緊張
きんちょう

していたけれど、「おとなりさん紹 介
しょうかい

」を

すると、すぐにぎやかに！ 

はじめに、１日目の見学場所と福津市のお友達へのおみやげについて話し合いました。

見学場所については、みんなからも意見を出してもらい、太宰府天満宮という意見も出ま

した。話し合いの結果、見学場所はマリーンワールド海の中道（水族館）に、おみやげは

松本てまりと松本の名物・名所が描かれたクリアファイルに決定しました。 

おわりに、福津市の見学場所（宮地
みやじ

嶽
だけ

神社、新原
しんばる

・奴山
ぬ や ま

古墳群
こふんぐん

）の勉強をしました。 
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２ 第２回学習会 

（１）日時 令和４年７月２日（土） 1３：３0～1５：00 

（２）内容 班決め、スケジュール・持ち物について、役割について、福津市について 

SDGｓについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第 3回学習会 

（１）日時 令和４年１２月３日（土） 1３：３0～1５：00 

（２）内容 班決め、スケジュール・持ち物について、役割について、SDGｓについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 第４回学習会 

（１）日時 令和４年１２月１７日（土） 1３：３0～1５：00 

（２）内容 スケジュール・持ち物について、リハーサル、SDGｓについて 

 

 

 

 

交流事業の日程や持ち物について確認するとともに、対面式や交流会でのあいさつなど

の役割分担を決めました。みんな積極的に役割を引き受けてくれました。 

また、福津市の名所や特産品、文化などについて勉強しました。 

交流会では、SDGｓに関する意見交換会が予定されていることから、SDGｓに関して今

取り組んでいること、今後取り組みたいことについても話し合いました。 

８月に予定していた交流事業が、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえて12月に延

期されました。日程の延期により参加者２人が参加できなくなり、１３人で参加すること

になりました。 

日程の延期により変更となったスケジュール等を確認するとともに、追加の役割分担の

決定、SDGｓの取り組みの再確認を行いました。 

完成したしおりを使って、スケジュール、持ち物の最終確認を行いました。 

リハーサルは、出発式、福津市役所表敬訪問、解散式のシナリオに沿って練習を行い、

準備
じゅんび

万端
ばんたん

となりました。あとは、交流事業の本番を待つのみです。 
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Ⅳ 子ども交流事業 

 

 １ スケジュール 

12/25（日）  

 12：00 

13：05 

14：55 

16：00 

18：00 

 

信州まつもと空港 集合、出発式 

信州まつもと空港 出発 

福岡空港 到着 

大宰府天満宮 見学 

宿泊施設 到着 

 

12/26（月）    

9：00 

10：30 

11：40 

13：20 

15：10 

17：00 

20：00 

 

福津市役所 表敬訪問 

新原
しんばる

・奴山
ぬやま

古墳群 見学 

歴史資料館 勾玉づくり体験 

昼食 

宮地
みやじ

嶽
だけ

神社 見学 

宿泊施設 到着 

意見交換会（ＳＤＧｓで取り組んでいること、取り組みたいこと） 

 

12/27（火）    

9：30 

12：00 

16：00 

20：00 

 

海の環境学習、サップネス・サップ体験 

昼食（バーベキュー） 

マリンワールド（水族館） 見学 

交流会（花火） 

 

12/28（水）    

8：00 

9：30 

11：10 

12：35 

 

お別れ式 

福岡空港 到着 

福岡空港 出発 

信州まつもと空港 到着、解散式 
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２ 交流事業の様子 

 

1 日目 １２月２５日（日）  

出発式 → 福岡県へ移動 → 大宰府天満宮見学 → 宿泊施設 

 

 

出発式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〔訪問団代表あいさつ〕 

新聞社のカメラに狙われていましたが、落ち着いて

あいさつができました。 

 

 

〔訪問団の約束の読み上げ〕 

「元気よく、礼儀正しい行動をする」などの 

５つの約束を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当日の飛行機はむらさき色。 

出発が３０分程遅れましたが、多くのご家族が離

陸まで見送ってくれました。 

 

お見送りのご家族へ 

「行ってまいります」のあいさつ 
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大宰府天満宮見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔福岡空港到着〕 

福津市の職員の方が、空港でお出迎えしてくれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの希望で大宰府天満宮を見学しました。 

きっと学問の神様のご利益があるはず。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御本殿の前で記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊施設に到着。 

イルミネーションを見ました。 
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２日目 １２月２６日（月）  

表敬訪問 → 新原・奴山古墳群見学 → 勾玉づくり体験 → 昼食 

→ 宮地獄神社見学 → 宿泊施設 → SDGｓに関する意見交換会 

 

表敬訪問 

  

 

福津市の原﨑市長を表敬訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大嶋教育長のお話し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問団代表あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福津市へのおみやげの説明 

松本からは、松本てまり、松本名所・名物クリア

ファイル、OMFのノートをプレゼント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おみやげ交換（１年ぶりの再会） 

 

 

 

 
福津市マスコットキャラクターのふくふくちゃん 
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新原
しんばる

・奴山
ぬ や ま

古墳群見学 

新原・奴山古墳群は、沖ノ島のまつりごとを行っていた、宗像氏のお墓です。５世紀から６世紀に

かけてつくられた４１基が残っています。平成２９年に「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の１

つとして世界遺産に登録されました。古墳が世界遺産に登録されたのは日本で初めてです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いどおりの形にするのは難しい 

 

 

 

 

 

みんな真剣です 

 

 

 

 

 

勾玉づくり体験 
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宮地嶽神社見学 

全国に鎮座する宮地嶽神社の総本宮。「何事にも打ち勝つ開運の神」として多くの方に信仰されてい

ます。３つの日本一があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海辺のレストランで昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
鯛茶漬け風味のパスタがおいしかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本一の大しめ縄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本一の大太鼓 

 

 

 

 

 

 

日本一の大鈴 
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SDGｓに関する意見交換会 

SDGｓに関して取り組んでいること、取り組みたいことを３グループに分かれて話し合いました。 

取り組んでいること：節電、節水、食品ロスを減らす、ゴミの分別、ポイ捨てをしない、リサイク 

ル、マイバッグ、海の清掃活動 など 

取り組みたいこと ：節電、節水、リサイクル、食品ロスを減らす、賞味期限が近いものを買う、 

フードバンクの利用、ゴミの分別、海の清掃活動、SDGｓを知る など 

出された意見をみんなで確認し、感想を話し合いました。 
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３日目 １２月２７日（火）  

海の環境学習 → サップネス、サップ体験 → 昼食（BBQ）  

→ マリンワールド（水族館）見学 →  宿泊施設 → 交流会（花火） 

 

海の環境学習 

 サップネス、サップの体験施設「シーガルイン」のはるさんから海の環境についてお話ししていた

だきました。１年間に海へ流れ込むゴミの量は８００万トンもあり、その中でもプラスチックが最も

多く、プラスチックは何百年たっても自然に消えて無くならず、海の中を浮遊するそうです。 

 紫外線や波の影響で５ミリ以下になったプラスチックをマイクロプラスチックと呼び、海の生物が

それを食べて死んでしまったり、食物連鎖による人間への影響が心配されているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サップネス体験 

海でのサップ体験の前にサップ（ボード）などを使った体幹トレーニングを体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はるさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーガルイン 
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ワンハンドビーチクリーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サップ体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サップ体験の前にワンハンドビーチクリーンを行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいに見えるビーチでしたが、あっという間に

片手いっぱいのゴミが集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サーフィンを終えた後にボードを片手にかかえ、 

空いたもう片方の手でビーチのゴミを拾う活動 
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昼食（BBQ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリンワールド見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊施設にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

男子部屋の様子 

 

 

 

 

 

夏に予定していた花火をみんなで楽しみました 
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４日目 １２月２８日（水）  

お別れ式 → 松本へ移動 → 解散式 

 

お別れ式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解散式 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 事務局からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスを追いかけて見送ってくれました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無事、信州まつもと空港に到着 
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Ⅴ 事後学習会 

 

１ 第５回学習会 

（１）日時 令和５年１月７日（土） 1３：３0～1５：３0 

（２）内容 交流事業の振り返り、まとめ、報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流事業の４日間にどんなことをしたのか、何を知ったのか、どのように感じたかなど

を話し合い、模造紙にまとめました。 

最後に保護者の皆さんに向けて、報告会を行いました。 
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Ⅵ 市長報告会 

 

１ 日時 令和５年２月１３日（月） 1６：３0～1７：０0 

 ２ 場所 松本市役所 市長応接室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交流事業の参加者１０人が出席し、松本市長へ子ども交流事業の報告を行いました。 

最初はとても緊張
きんちょう

していましたが、会話が進むにつれて、しっかりと内容を説明で

きるようになりました。 
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Ⅶ 参加者感想文 
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松 本 市 ・ 福 津 市 子 ど も 交 流 事 業  

 

ぼ く は 、 12 月 25 日 か ら 12 月 28 日 ま で ３ 泊 4

日 で 松 本 市 ・ 福 津 市 子 ど も 交 流 事 業 に 参 加 し

ま し た 。  

12 月 25 日 は 、 12 時 に 出 発 式 を 行 い 、 松 本 空

港 を 13 時 ５ 分 に 出 発 し ま し た 。 福 岡 空 港 ま で

は 飛 行 機 で 行 き ま し た 。 ぼ く は あ ま り 飛 行 機

に 乗 っ た こ と が な か っ た の で 乗 れ た の で よ か

っ た で す 。 福 岡 空 港 に は 14 時 55 分 に 到 着 し ま

し た 。 16 時 に 大 宰 府 天 満 宮 に 到 着 し ま し た 。

見 学 し た り 、 お ま い り し た り 、 お み や げ を 買

っ た り し ま し た 。 大 宰 府 天 満 宮 は 、 お も っ て

い た よ り 大 き か っ た の で び っ く り し ま し た 。  

 12 月 26 日 は 、 9 時 に 福 津 市 役 所 に 到 着 し て

表 敬 訪 問 を し た あ と 、 福 津 市 役 所 を 出 て 10 時

30 分 に 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 に 到 着 し て 古 墳 の 事

を お し え て も ら い ま し た 。 そ の あ と 11 時 40 分

に 歴 史 資 料 館 に 到 着 し て 勾 玉 づ く り 体 験 を さ

せ て い た だ き ま し た 。 ぼ く は 勾 玉 を ３ 回 く ら
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い 作 っ た こ と が あ っ た か ら 、 う ま く 作 れ て よ

か っ た 。 13 時 20 分 は 海 べ で 昼 食 を 食 べ ま し た 。

そ の あ と 海 の 近 く で み ん な で 写 真 を と り ま し

た 。 そ の あ と 宮 地 嶽 神 社 で 日 本 一 の し め な わ 、

す ず 、 た い こ 、 ど れ も は く り ょ く が あ っ て す

ご か っ た で す 。 17 時 に グ ロ ー バ ル ア リ ー ナ に

帰 っ て き ま し た 。 20 時 に 交 流 会 が あ っ て 、 S  

D Ｇ ｓ の こ と に つ い て 学 び ま し た 。 み ん な 良

い 、 い け ん が で て い た の で ぼ く も そ の こ と を

と り く ん で い き た い と 思 い ま し た 。  

 12 月 27 日 は 、 ９ 時 30 分 に シ ー ガ ル ・ イ ン に

到 着 し て サ ッ プ 体 験 を さ せ て い た だ き ま し た 。

ぼ く は 、 ず っ と ボ ー ド に 立 っ て い ら れ た の で

よ か っ た で す 。 昼 食 は バ ー ベ キ ュ ー を し ま し

た 。 そ の あ と に マ リ ン ワ ー ル ド に 到 着 し ま し

た 。 マ リ ン ワ ー ル ド で 見 た イ ル カ の シ ョ ー は 、

ち ょ っ と 水 が と ん で き て き て つ め た か っ た け

ど イ ル カ が す ご か っ た で す 。 そ の あ と お み や

げ コ ー ナ ー で 家 族 に お み や げ 買 っ て あ げ ま し

た 。 そ の あ と サ メ や エ イ が い る と こ ろ も 見 ま
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し た 。 あ と 小 魚 や イ カ も 見 ま し た 。 そ の あ と

グ ロ ー バ ル ア リ ー ナ に 帰 っ て 19 時 に 最 後 の 交

流 会 を し ま し た 。 や っ た こ と は 花 火 を や り ま

し た 。 み ん な た の し く で き た の で よ か っ た で

す 。  

 12 月 28 日 は 、 ８ 時 に お 別 れ 式 を し ま し た 。

９ 時 30 分 に 福 岡 空 港 で お み や げ を 買 い ま し た 。

11 時 10 分 に 福 岡 空 港 を 出 発 し 、 12 時 35 分 に 信

州 ま つ も と 空 港 に 到 着 し て か い さ ん し き を お

こ な い ま し た 。 さ い ご の あ い さ つ は 、 と て も

き ん ち ょ う し ま し た 。  

 と っ て も 思 い 出 に の こ る 楽 し い ３ 泊 ４ 日 で

し た 。  

 

 

 

 

  

 

 



 

22 

 

初 め て の 、 福 岡 県  

               

 私 は 、 今 回 初 め て 福 岡 県 に 行 き ま し た 。 去

年 に 福 津 の 子 た ち に は あ っ た け ど 、 ま た い っ

し ょ に な か よ く な れ る か 心 配 で し た 。 で も 福

津 の 人 た ち が ふ つ う に せ っ し て く れ て 、 う れ

し か っ た で す 。  

福 津 の 子 た ち と い っ し ょ に 勾 玉 づ く り 体 験

を し ま し た 。 は じ め て 勾 玉 を 作 り ま し た 。 形

を 作 る の が む ず か し く て が ん ば り ま し た 。 福

津 市 の 子 と 松 本 市 の 子 で お そ ろ い に し ま し た 。

と っ て も か わ い く で き ま し た 。 う れ し か っ た

で す 。  

交 流 会 を し ま し た 。 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 学 び ま し た 。

班 で 意 見 を 出 し 合 い ま し た 。 た く さ ん の 事 を

学 び ま し た 。 福 津 に 人 た ち と 学 ん だ ら 仲 が ふ

か ま り ま し た 。 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に こ れ か ら し っ か り

と り 組 ん で い こ う と 思 い ま し た 。  

サ ッ プ 体 験 も し ま し た 。 長 野 県 に は な い 海

で 楽 し み で し た 。 最 初 に 「 マ イ ク ロ プ ラ ス テ
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ィ ッ ク 」 と い う の を 学 び ま し た 。 海 に 落 ち て

い る プ ラ ス テ ィ ッ ク で 川 な ど の ゴ ミ が 海 に 流

さ れ て 海 に う か ん で い る の が マ イ ク ロ プ ラ ス

テ ィ ッ ク で す 。 そ れ を 海 の 生 き 物 が 食 べ て し

ま っ て 、 魚 が 食 べ た り し て し ま っ た ら た い へ

ん に な る こ と を 学 び ま し た 。 だ か ら 、 ポ イ す

て を し な い よ う に 心 が け よ う と 思 い ま す 。  

 サ ッ プ を し ま し た 。 ム カ デ 号 と い う イ カ ダ

で 海 に 行 き ま し た 。 思 っ た 以 上 に む ず か し く

て 、 グ ラ グ ラ し ま し た 。 で も 、 が ん ば っ て 立

ち ま し た 。 最 初 に 立 て た 時 、 と て も う れ し か

っ た で す 。 サ ッ プ と い う も の を 学 べ て よ か っ

た で す 。  

 マ リ ン ワ ー ル ド と い う 水 族 館 に 行 き ま し た 。

水 族 館 に 全 然 行 け て な か っ た の で う れ し か っ

た で す 。 最 初 は 魚 の ほ ね を 見 に 行 き ま し た 。

魚 の ほ ね を 初 め て 見 た の で こ ん な ふ う に な っ

て い た ん だ と 学 び ま し た 。 イ ル カ シ ョ ー を 見

に 行 き ま し た 。 特 に 「 ゆ き ち ゃ ん 」 と い う 大

き な イ ル カ が と っ て も か わ い か っ た で す 。 す
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ご い イ ル カ シ ョ ー で お ど ろ き ま し た 。 ク ラ ゲ

や ラ ッ コ も と っ て も か わ い か っ た で す 。  

 交 流 会 を し ま し た 。 花 火 を し ま し た 。 最 後

の 楽 し い イ ベ ン ト で お も い っ き り 楽 し み ま し

た 。 花 火 は と っ て も き れ い で し た 。 最 後 は 、

せ ん こ う 花 火 を し ま し た 。 す ご く き れ い で 、

落 ち な く て う れ し か っ た で す 。  

 次 の 日 に お わ か れ 会 を し ま し た 。 １ つ 新 し

い こ と を 知 っ て 、 自 分 の 意 見 や 感 想 を 持 つ こ

と が す ご く 大 事 と い う こ と を 知 り ま し た 。 福

津 の 子 た ち と お わ か れ を す る の は 、 と っ て も

悲 し か っ た で す 。 で も 、 こ の 交 流 事 業 に 行 っ

て 本 当 に よ か っ た と 思 い ま し た 。 こ の 交 流 事

業 で い ろ い ろ な 事 を 学 べ て よ か っ た で す 。  

 

 

 

 

 

 



 

25 

 

楽 し か っ た こ と ・ う れ し か っ た こ と  

               

 ま ず こ の ４ 日 間 で 私 が 楽 し か っ た こ と で す 。

も う 、 全 部 楽 し か っ た け ど 、 海 で の サ ッ プ が

一 番 楽 し か っ た で す 。 私 は サ ッ プ を や っ た こ

と が あ り ま す 。 で も 海 で は や っ た こ と が な く

て 、 で も 、 や る 前 に ち ゃ ん と 練 習 を や っ て た

か ら 、 す こ し は 分 か っ た け ど 、 と っ て も 不 安

で し た 。 そ れ で ゴ ミ を 取 っ て か ら い よ い よ 海

で サ ッ プ を し ま し た 。 そ し た ら 一 回 目 に 来 た

波 で バ ラ ン ス を く ず し て お ち て し ま い ま し た 。

そ こ か ら 、 と っ て も 怖 く な っ て し ま っ て 、 立

つ の が あ ん ま り 勇 気 が 出 な く て 出 来 な か っ た

け ど 、 海 で サ ッ プ を 出 来 て 楽 し か っ た で す 。  

 次 に 私 が う れ し か っ た こ と で す 。 私 が う れ

し か っ た こ と は 、 福 岡 の 子 と と っ て も 仲 良 く

な れ た こ と で す 。 去 年 の 交 流 で の 私 は 、 同 じ

学 校 の 子 と ず っ と い っ し ょ に い た り 、 松 本 市

の 子 と 仲 良 く な っ た け ど 、 福 岡 の 子 と は あ ん

ま り し ゃ べ ら な く て 、 と っ て も 残 念 で し た 。
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だ か ら 今 年 は 福 岡 の 子 と も っ と 仲 良 く な り た

い な と 思 っ て い ま し た 。 そ れ で 福 岡 の 子 が 来

て 、 部 屋 が 同 じ で 話 す チ ャ ン ス が 出 来 て う れ

し か っ た で す 。 で も 、 し ゃ べ り か け は 出 来 ま

せ ん で し た 。 で も 、 し ゃ べ り か け て き て く れ

て 、 た く さ ん し ゃ べ り ま し た 。 だ か ら と っ て

も 仲 良 く な り ま し た 。 で も そ の 分 お わ か れ す

る 時 は 、 と っ て も さ み し く て 、 さ よ な ら す る

の が い や だ っ て く ら い 仲 良 く な れ て よ か っ た

な と 思 い ま し た 。        

 こ の 交 流 で 福 岡 の こ と も 知 れ た し 、 長 野 県

に は な い こ と を た く さ ん 体 験 出 来 て よ か っ た

で す 。 ま た 福 岡 に 行 き た い と 思 え た 旅 に な っ

た の で 、 ま た 行 き た い で す 。  
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交 流 会 パ ー ト ２ ～ 福 津 市 へ ～  

              

 令 和 ４ 年 12 月 25 日 ～ 28 日 の 三 泊 四 日 を 福 津

市 で 過 ご し ま し た 。  

一 日 目 は 、 飛 行 機 に 乗 っ て 福 津 市 に 向 か い

ま し た 。 私 は 、 人 生 初 の 飛 行 機 で と て も ワ ク

ワ ク し て い ま し た 。 飛 行 機 が 離 陸 す る と き と

着 陸 す る と き が ジ ェ ッ ト コ ー ス タ ー み た い な

感 覚 で と て も 面 白 か っ た で す 。 福 岡 県 の 空 港

に つ く と 福 津 市 の 団 長 さ ん が 迎 え に 来 て く れ

ま し た 。 そ の あ と 、 太 宰 府 天 満 宮 に 行 き 、 お

参 り し た り 、 お 守 り を 買 っ た り 出 来 て と て も

楽 し か っ た で す 。  

二 日 目 は 、 福 津 市 の 子 と 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群

に 行 き ま し た 。 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 に は 、 沢 山

の 古 墳 が あ り ま し た 。 私 は 、 最 初 、 山 み た い

に な っ て い る の だ け が 古 墳 だ と 思 っ て い た け

ど 、 石 室 が あ る だ け で 古 墳 と い う こ と が 分 か

り ま し た 。 歩 い て い る 途 中 、 福 津 市 の 子 が 土

器 を 見 つ け て い て す ご い と 思 い ま し た 。 そ の
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あ と 、 歴 史 館 で 勾 玉 作 り を し ま し た 。 友 達 は 、

し ず く 型 の 勾 玉 を 上 手 に 作 っ て い て す ご い な

と 思 い ま し た 。 私 は 、 白 と 黒 の 勾 玉 を 作 り ま

し た 。 自 分 だ け の 勾 玉 を 作 れ た の で 良 か っ た

で す 。 次 に 宮 地 嶽 神 社 に 行 き ま し た 。 宮 地 嶽

神 社 に は 、 日 本 一 の 太 鼓 と 鈴 と し め 縄 が あ る

と 聞 い た け ど 、 想 像 以 上 の 大 き さ で と て も ビ

ッ ク リ し ま し た 。 坂 を 登 る と 小 さ な 動 物 園 が

あ り 、 エ ミ ュ ー や ヤ ギ な ど い ろ い ろ な 動 物 が

い て と て も か わ い か っ た で す 。  

三 日 目 は 、 シ ー ガ ル イ ン に 行 っ て 、 サ ッ プ

体 験 を し た こ と で す 。 海 に 入 る 前 、 ボ ー ド を

動 か し て バ ラ ン ス を 鍛 え た り 、 足 の 指 を 使 っ

た ト レ ー ニ ン グ な ど を や っ た り し ま し た 。  

ど れ も バ ラ ン ス が 必 要 で 大 変 だ っ た け ど 、 と

て も 楽 し か っ た で す 。 海 に 入 る と す ご く 冷 た

く て 凍 え ち ゃ い そ う だ っ た け ど 、 サ ッ プ 体 験

を や っ て い る う ち に 体 が 温 か く な っ て 良 か っ

た で す 。 今 回 、 ム カ デ 号 と い う の に 乗 り ま し

た 。 海 の 上 は 、 と て も ぐ ら ぐ ら し て い て ボ ー
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ド に 立 つ の は 、 と て も 苦 戦 し た け ど 、 頑 張 っ

て 立 て て よ か っ た で す 。 サ ッ プ 体 験 の 後 、 み

ん な で バ ー ベ キ ュ ー を し ま し た 。 み ん な で 楽

し く バ ー ベ キ ュ ー が 出 来 て よ か っ た で す 。 そ

の あ と 水 族 館 に い き ま し た 。 福 津 市 の 子 か ら

水 族 館 の こ と を た く さ ん 教 え て も ら い ま し た 。

ウ ミ ガ メ や ラ ッ コ が い て 、 他 の 水 族 館 で は 見

ら れ な い よ う な 生 き 物 が た く さ ん い ま し た 。

福 津 市 の 子 と た く さ ん の 生 き 物 を み ら れ て よ

か っ た で す 。  

 四 日 目 は 、 福 津 市 の 子 と お 別 れ で 福 津 市 の

子 と い た 三 日 間 が と て も 短 く 感 じ ま し た 。 福

津 市 の 子 と た く さ ん 楽 し め た し 、 福 津 市 の 良

さ や 松 本 市 の 良 さ を 伝 え あ え て よ か っ た で す 。

ま た 、 福 津 市 に 行 っ て 福 津 市 の 子 に 会 い た い

で す 。  
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松 本 ・ 福 津 の 友 達  

         

 今 日 は 、 12 月 25 日 、 福 津 市 に 行 く 日 。  

 飛 行 機 に 乗 っ た ら 最 初 は と て も 揺 れ た け ど

雲 の 上 に 行 く と 青 空 が と て も 広 が っ て い た 。

着 陸 し た ら 長 野 県 で は 見 ら れ な い く ら い の 都

会 だ っ た 。 そ こ か ら バ ス で 大 宰 府 天 満 宮 へ 向

か っ た 。 学 業 と 健 康 の お 守 り を 買 っ た 。 １ ８

０ ０ 円 く ら い し た 。 次 に バ ス で グ ロ ー バ ル ア

リ ー ナ へ 行 っ た 。 部 屋 は ２ 段 ベ ッ ド が た く さ

ん あ っ た 。 夕 飯 は お 腹 が 減 っ て い た か ら た く

さ ん 食 べ た 。 お 風 呂 に 入 る か ら 、 風 呂 場 に 行

っ た 。 高 校 生 と か が た く さ ん い た 。 お 湯 の 温

度 は 、 ち ょ う ど よ か っ た 。 そ し て 全 員 ２ 段 ベ

ッ ド の 上 で 寝 た 。  

 ２ 日 目 は 、 福 津 市 役 所 へ バ ス で 行 っ た 。 久

ぶ り に 福 津 市 の 人 と 会 っ た 。 僕 は 、 団 員 代 表

挨 拶 の 係 で 挨 拶 を し た 。 と て も う ま く い っ た 。

次 に 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 へ 行 っ て お 話 を 聞 い た 。

次 に 勾 玉 を 作 っ た 。 ダ イ ヤ モ ン ド の 形 で 作 っ
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た 。 線 が 見 え た り 、 ガ タ ガ タ に な っ た か ら 次

は も っ と 上 手 に 作 り た い で す 。 次 に 宮 地 嶽 神

社 へ 行 っ て 、 お み く じ を し て 末 吉 だ っ た 。 小

さ な 動 物 園 が 坂 の 上 に あ っ て 、 や ぎ や 馬 が い

た 。 次 に 福 津 市 の 人 と グ ロ ー バ ル ア リ ー ナ へ

向 か っ た 。 食 堂 は ど こ に あ る か や 、 風 呂 場 は

ど こ に あ る か も 教 え て あ げ た 。 福 津 市 の 人 が

来 て 前 よ り も に ぎ や か に な っ た 。  

 ３ 日 目 は 、 シ ー ガ ル イ ン で サ ッ プ 体 験 を し

た 。 バ ラ ン ス が と り に く く て 、 た く さ ん 落 ち

て 海 水 は 、 し ょ っ ぱ か っ た け ど 、 最 後 は み ん

な 立 て て 嬉 し か っ た で す 。 ダ イ ブ も し て 楽 し

か っ た 。 昼 に バ ー ベ キ ュ ー を し て 、 た く さ ん

食 べ て お な か い っ ぱ い に な っ た け ど 、 ○ ○ ○

く ん は 、 ま だ 食 べ て い た 。  

 バ ス で マ リ ン ワ ー ル ド へ 向 か っ た 。 最 初 に

イ ル カ ・ ク ジ ラ ・ ア シ カ シ ョ ー を 見 て 、 ア シ

カ が 前 を 通 っ て 、 帰 り は 手 を 振 っ て 可 愛 か っ

た 。 次 の イ ル カ ・ ク ジ ラ シ ョ ー で 、 と て も 水

が か か っ た 。 で も 、 イ ル カ 達 は す ご か っ た 。
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そ こ か ら 、 お み や げ を 買 っ た 。 ク ッ キ ー は 家

族 み ん な に 、 キ ー ホ ル ダ ー は 弟 に 買 っ た 。 そ

こ か ら 色 ん な 魚 を 見 て 、 水 槽 の 中 に 人 が い て 、

○ ○ ○ 君 が 手 を 振 っ た ら 手 を 振 っ て く れ て 面

白 か っ た 。 そ こ か ら グ ロ ー バ ル ア リ ー ナ に 戻

っ て お な か が い っ ぱ い だ っ た か ら 、 ほ ぼ み ん

な 夕 飯 が 少 な め だ っ た 。  

 最 終 日 は 、 荷 物 を 用 意 し て 、 ミ ー テ ィ ン グ

ル ー ム に 集 ま っ て お 別 れ 式 を し て 、 バ ス に 乗

っ て 福 岡 空 港 に 向 か っ た 。 お 土 産 を 買 う 時 間

に な っ て 、 店 員 さ ん が オ ス ス メ し て た １ ０ ８

０ 円 の と て も 大 き い 明 太 子 を 買 っ た 。 そ れ と 、

ほ か の 店 で 、 福 津 の 有 名 な お 菓 子 を 買 っ た 。

そ れ で 飛 行 機 に 乗 っ て 松 本 へ 帰 っ た 。 久 々 に

帰 っ て 、 家 に 帰 っ た ら み ん な が 出 迎 え て く れ

て う れ し か っ た で す 。 今 度 行 け る 機 会 が あ っ

た ら 、 ま た 行 き た い で す 。  
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交 流 事 業 を 通 じ て 感 じ た こ と  

 

 私 が 今 回 こ の 交 流 会 に 行 っ て よ か っ た な あ 、

楽 し か っ た な あ 、 な ど と 思 っ た こ と は 、 ３ つ

あ り ま す 。  

 １ つ は 、 今 回 の 学 習 の テ ー マ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ

い て で す 。 バ ス 移 動 中 も Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 り 組 み

が す ぐ わ か る く ら い 色 々 な 取 り 組 み が あ り ま

し た が 、 中 で も す ご い な と 思 っ た 取 り 組 み は 、

海 の 浜 辺 で 行 う 、 ワ ン ハ ン ド ビ ー チ ク リ ー ン

で す 。 片 手 で ど の く ら い の ゴ ミ が 拾 え る か と

い う 取 り 組 み で す 。 楽 し ん で で き る ＋ 今 の 現

状 を 知 る こ と が で き て 、 小 さ い 子 ど も で も Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ を 知 る き っ か け に な る と 思 い ま し た 。

ま た 、 交 流 会 で も 福 津 の 子 た ち の 取 り 組 み ＋

松 本 の 子 た ち の 取 り 組 み も 改 め て 知 る こ と が

で き た の で よ か っ た し 、 新 た に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ へ の

思 い が で き た の で よ か っ た で す 。  

 ２ つ 目 は 、 学 習 外 に 決 め た 自 分 の 目 標 「 み

ん な と 仲 良 く な る 」 で す 。 ま ず 、 松 本 の 子 た
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ち と は 、 も う 少 し 仲 良 く な っ て お こ う と い う

感 じ で 、 １ 日 目 、 空 港 か ら 宿 ま で ８ 人 の 女 の

子 た ち 話 し て 、 改 め て 仲 良 く で き ま し た 。 ま

た 、 福 津 の 子 た ち と も す ぐ に 仲 良 く で き た の

で よ か っ た し 、 と っ て も 楽 し か っ た で す 。 ま

た 、 男 の 子 た ち と も 仲 良 く で き た の で よ か っ

た で す 。  

 ３ つ 目 は 、 見 学 に つ い て で す 。 １ 日 目 の 大

宰 府 天 満 宮 で は 、 九 州 に は 、 あ ん な に 大 き な

神 社 が あ る ん だ と び っ く り し ま し た 。 目 の 前

で 改 め て 見 る と 、 と っ て も は く 力 が あ っ て 、

と っ て も す て き な 神 社 で し た 。 ２ 日 目 に 福 津

の 子 た ち と 合 流 し 、 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 に 向 か

い ま し た 。 大 き い 古 墳 に 小 さ い 古 墳 、 今 は 見

え て い な い け ど 、 私 に は 古 墳 が で き た 直 後 が

想 像 で き ま し た 。 そ の 後 、 勾 玉 を 作 り 、 お い

し い た い り ょ う り を い た だ い た 後 、 私 た ち は

宮 地 嶽 神 社 へ 行 き ま し た 。 光 の 道 は 、 本 当 に

ず れ ず に 海 ま で 続 い て い て と て も 感 動 し ま し

た 。 ３ 日 目 は シ ー ガ ル イ ン で サ ッ プ 体 験 を し
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ま し た 。 最 初 は 怖 か っ た け れ ど 、 じ ょ じ ょ に

立 て る よ う に な り 、 立 て た 時 は と っ て も う れ

し く て 、 と て も ほ こ ら し か っ た で す 。 で も 、

そ ん な 楽 し い 時 間 で も 浜 辺 の ゴ ミ や 流 れ て く

る ゴ ミ を 見 る と 心 が い た み ま し た 。 で も 、 こ

う い っ た 体 験 で 世 の 中 を 知 る こ と が で き る こ

と は 、 す ば ら し い こ と だ な と 思 い ま し た 。 お

昼 は お い し い Ｂ Ｂ Ｑ を い た だ い て 、 次 は ま ち

に ま っ た マ リ ン ワ ー ル ド で す 。 今 回 は イ ル カ

と ク ジ ラ の シ ョ ー を 見 る こ と が で き ま し た 。

福 津 の 子 に 、 ク ジ ラ の 雪 ち ゃ ん が か わ い い よ

と 言 わ れ た の で 、 私 は し ば ら く 雪 ち ゃ ん を 見

て い ま し た 。 と っ て も は く 力 が あ っ て す ご か

っ た で す 。 雪 ち ゃ ん の フ ァ ン に な っ て し ま い

ま し た 。 そ し て ウ ミ ガ メ が い る コ ー ナ ー へ 行

く と 、 そ こ に は 保 護 さ れ た ウ ミ ガ メ が い ま し

た 。 保 護 さ れ て よ か っ た な あ と 思 い ま し た 。  

 私 は 今 回 、 福 津 に 行 っ た こ と で 学 ん だ こ と

が い く つ か あ り ま す 。 海 な し 県 の 私 た ち が ポ

イ す て し た ゴ ミ な ど は 、 風 に と ば さ れ て 、 や
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が て 海 へ 行 き ま す 。 そ の ポ イ す て の せ い で 魚 、

カ メ 、 ク ジ ラ な ど の 命 が 失 わ れ て い ま す 。 私

は 、 海 が な い か ら ポ イ す て を し て も い い な と

い く 考 え を す て て 、 海 な し 県 で も ゴ ミ ひ ろ い

を し た 方 が い い と 思 い ま し た 。  
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海 無 し 県 松 本 と の ち が い 実 感  

            

 私 は こ の 交 流 事 業 で の 目 標 を 「 松 本 と の ち

が い を 知 り 、 日 本 の お も し ろ さ を 知 る 」 に し

て い ま し た 。 そ し て 、 や っ ぱ り ち が い と い っ

た ら 「 海 」 だ と 思 っ て い た の で 、 特 に 海 に つ

い て 学 ん だ ３ 日 目 に つ い て 感 想 を 書 き ま す 。  

 ま ず は じ め に 行 っ た の は サ ッ プ ネ ス 体 験 で

し た 。 海 に 行 く 前 に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 14 の 目 標 「 海 の

豊 か さ を 守 ろ う 」 に つ い て 学 び ま し た 。 海 の

問 題 は 学 校 で 勉 強 し た の で 理 解 は し て い ま し

た が 、 昔 か ら 今 ま で よ く 海 を 見 て 知 っ て い る

方 の お 話 を 聞 く と 、 私 は ま だ よ く わ か っ て い

な い と 感 じ ま し た 。 そ こ で 私 は 何 が で き る の

か 考 え て い る と き 、 「 海 は ど こ か ら 流 れ て い

る の か 」 と い う 質 問 を さ れ ま し た 。 海 は 、 雨

→ 山 → 川 と 大 き く 分 け て ３ つ の 場 所 を 通 っ て

き ま す 。 そ こ で 「 山 ・ 川 」 と い う 身 近 な も の

が あ り ま し た 。 私 た ち は 川 で い う 上 流 に す ん

で い ま す 。 上 流 に す ん で い る 私 た ち に は 、 何
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が で き る の か 。 考 え た の は 主 に 生 活 排 水 の 事

で す 。 こ れ に 気 を つ け れ ば 、 ふ だ ん か ら の 積

み 重 な り で キ レ イ に で き る と 考 え ま し た 。 で

も １ 人 じ ゃ な に も 役 に 立 た な い と 思 い ま す 。

な の で 、 今 、 学 校 で テ レ ビ や 新 聞 を つ か っ て

発 信 を し て い る の で 活 動 を 続 け て 、 も っ と 広

め て い き た い と 思 い ま し た 。  

 そ し て サ ッ プ の コ ツ な ど を ハ ー ド な が ら 楽

し く 教 え て も ら い 、 ワ ン ハ ン ド ビ ー チ ク リ ー

ン を し っ か り や っ た 後 に 、 つ い に サ ッ プ 体 験

を す る た め 海 へ 出 ま し た 。 最 初 は 波 の ゆ れ で

グ ラ グ ラ し て す ぐ 落 ち で い ま し た が 、 な れ て

き て 海 の 広 さ を 感 じ ら れ る よ う に な り ま し た 。

そ し て 私 は 大 き な 海 を 見 て 「 守 り た い 」 と 思

い ま し た 。 サ ッ プ を 楽 し ん だ 後 は 、 海 を 横 に

Ｂ Ｂ Ｑ を し ま し た 。 私 は Ｂ Ｂ Ｑ な ん て 山 で の

キ ャ ン プ で し か や っ た こ と が な く て 、 そ れ が

ふ つ う だ と 思 っ て い た の で 、 海 で の Ｂ Ｂ Ｑ は

し ん せ ん で 倍 以 上 に 楽 し か っ た で す 。  

 そ し て 次 は １ 番 楽 し み に し て い た と 言 っ て
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も 、 か ご ん で は な い マ リ ン ワ ー ル ド に 行 き ま

し た 。 入 口 か ら 思 っ て た よ り 大 き く て 迫 力 を

感 じ た し 、 シ ョ ー で は イ ル カ と い た の が 、 ま

さ か の ク ジ ラ で 、 水 族 館 に は 10 回 行 っ た こ と

が あ る け ど 初 め て だ っ た の で 、 と っ て も び っ

く り し ま し た 。 動 き は イ ル カ よ り お っ と り し

て い た け ど 、 そ の ぶ ん 迫 力 が あ っ て 水 し ぶ き

も す ご か っ た で す 。 そ し て 、 ふ と 、 シ ョ ー の

後 ろ を 見 る と バ ッ ク は も う 海 で し た 。 水 族 館

が あ る か ら あ た り ま え な の か も し れ ま せ ん が 、

と て も 不 思 議 で 、 さ ら に 奥 に は ビ ル が 並 ん で

見 え て 、 ま る で 海 外 に い る よ う で し た 。 と て

も 解 放 的 で 落 ち つ く こ と が で き ま し た 。 他 の

エ リ ア に も 福 津 の 友 だ ち に 案 内 し て も ら っ て

た く さ ん 見 る こ と が で き ま し た 。  

 こ の ３ 日 間 で 福 津 の 子 と と て も 仲 良 く な れ

た と 思 い ま す 。 い っ し ょ に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の こ と も

学 べ て 、 う れ し い こ と に 、 「 行 か な い で 」 と

言 っ て も ら え ま し た 。 私 も も っ と い た い と 思

え ま し た 。 ま た 、 結 婚 式 で 会 い た い で す 。  
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 九 州 地 方 福 岡 県 の み ん な と の 思 い 出  

                

 12 月 25 日 か ら 28 日 ま で の 間 、 松 本 市 と 福 津

市 の 交 流 事 業 で 福 津 市 ま で 行 っ て き ま し た 。

25 日 は 、 太 ざ い 府 天 満 宮 へ 行 き ま し た 。 行 く

と 中 、 飛 行 機 に 乗 っ た ら 、 飛 行 機 の つ ば さ の

所 が 上 下 に ゆ れ て い て 、 ち ゃ ん と 着 く か 心 配

で し た が 、 し っ か り と 福 岡 空 港 に 着 い て 安 心

し ま し た 。  

 ２ 日 目 は 、 ま ず 福 津 市 役 所 へ 行 っ て 市 長 さ

ん に あ い さ つ に 行 き ま し た 。 そ し た ら 前 に 会

っ た 福 津 の 友 達 に 会 う こ と が で き ま し た 。 そ

の 後 み ん な で 新 原 ・ ぬ 山 古 ふ ん 群 へ 行 き ま し

た 。 少 し も り 上 が っ て い る 小 さ な 山 み た い な

の が 古 ふ ん で 、 し か も 松 本 城 よ り も す ご い 世

界 い さ ん だ っ た の が び っ く り し ま し た 。 で も

そ の 古 ふ ん が も と も と は 畑 と し て 使 わ れ て い

た も の も あ っ た し 、 け っ こ う く ず れ て い た 所

も た く さ ん あ り ま し た 。 く ず れ て い た 古 ふ ん

は 、 石 室 が く ず れ て い る と 思 わ れ る も の だ っ
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た の で す 。 し か も 今 、 は っ く つ 中 の 古 ふ ん も

あ っ た の で 、 そ の な ぞ が 、 か い 明 さ れ る と い

い な あ と 思 い ま す 。  

 そ の 次 に 複 合 セ ン タ ー で 勾 玉 づ く り 体 験 を

し ま し た 。 古 ふ ん の 見 学 の 後 だ っ た の で 少 し

わ く わ く し て い ま し た 。 や っ て み る と け っ こ

う む ず か し く て 大 変 で し た 。 ３ 種 類 の や す り

で み が い て 形 を 整 え て い く の が 楽 し か っ た で

す 。 福 岡 県 の み ん な が い た せ い か 、 部 屋 が さ

わ が し か っ た け ど 、 お も し ろ か っ た で す 。  

 27 日 は は じ め て サ ッ プ 体 験 を し ま し た 。 立

つ と う ま く バ ラ ン ス が と れ ず 、 何 回 も 海 に 落

ち て し ま い ま し た が 、 逆 に 海 に 飛 び 込 み ま し

た 。 で も う ま く バ ラ ン ス が と れ た ら 楽 し か っ

た で す 。 Ｂ Ｂ Ｑ を し た 後 、 マ リ ン ワ ー ル ド に

も 行 き ま し た 。 イ ル カ シ ョ ー を 見 に 行 っ た ら

ク ジ ラ も い た の で ク ジ ラ シ ョ ー で も あ り ま し

た 。  

 28 日 は お 別 れ 会 で し た 。 せ っ か く タ イ ヤ キ

マ ン に 会 っ た と 思 っ た ら 、 も う す ぐ お 別 れ な
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の が 悲 し か っ た け ど 、 九 州 の 福 岡 県 に 行 っ て

友 達 に も 会 え て 、 い っ し ょ に あ そ ぶ こ と が で

き た と い う 最 高 な 思 い 出 を 作 る こ と が で き て

良 か っ た で す 。 こ の 最 高 の 思 い 出 を 、 ず っ と

わ す れ ず に し て お き た い で す 。  
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福 津 市 の す ご い と こ ろ  

 

 わ た し た ち は 、 12 月 25 日 か ら 28 日 の 4 日 で

福 岡 県 福 津 市 へ 行 き ま し た 。 松 本 市 か ら 福 津

市 は だ い ぶ き ょ り が あ る の で 飛 行 機 で 行 き ま

し た 。 空 か ら 見 た 福 岡 県 は 、 す ご く 都 会 に 見

え ま し た 。  

 1 日 目 は 太 宰 府 天 満 宮 に 行 き ま し た 。 わ た

し は 、 ふ だ ん あ ま り 大 き い 神 社 に 行 か な い の

で 、 門 を く ぐ っ た と き か ら す ご く わ く わ く し

て い ま し た 。 な の で 行 け て よ か っ た で す 。  

 2 日 目 は 、 福 津 市 の 団 員 と 会 い ま し た 。 1

年 ぶ り に 会 っ た の で 、 と て も う れ し か っ た で

す 。 そ の あ と 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 に 行 き ま し た 。

そ こ で は 、 た く さ ん の 古 墳 を 見 ま し た 。 で も 、

わ た し が 一 番 い ん し ょ う に の こ っ て い る の は 、

こ こ で は 一 番 大 き い 22 号 墳 で 、 木 に お お わ れ

て 、 山 み た い に な っ て い る と こ と 全 体 が 古 墳

に な っ て い る そ う で 、 と て も 大 き い こ と と 木

に お お わ れ て い る の が す ご く い ん し ょ う に の



 

44 

 

こ っ て い ま す 。 そ の あ と は 、 初 め て の 勾 玉 作

り を し ま し た 。 最 初 に あ ら い や す り で け ず る

の が 一 番 た い へ ん で 、 少 し う で が つ か れ ち ゃ

い ま し た 。 で も 、 形 ど お り き れ い に で き た の

で わ ら な い よ う に 大 切 に し て お き た い で す 。

昼 食 は 、 た い ち ゃ づ け 風 の パ ス タ を 食 べ ま し

た 。 と て も お い し か っ た で す 。 海 に も 行 き ま

し た 。 2 日 目 最 後 に 行 っ た と こ ろ は 、 宮 地 嶽

神 社 で し め な わ や 太 こ な ど が し っ か り 見 ら れ

た の で よ か っ た で す 。  

3 日 目 は 、 サ ッ プ 体 験 を す る 予 定 だ っ た け

ど 、 わ た し は で き ま せ ん で し た 。 で も そ の か

わ り に 、 サ ッ プ の 前 の ボ ー ド に 乗 れ る 体 験 み

た い な も の が で き た し 、 す な は ま で 貝 を 拾 っ

た り 、 海 ぞ い で す ご く た く さ ん い た ヒ ト デ を

見 ら れ た の で よ か っ た で す 。 3 日 目 の 昼 食 は

Ｂ Ｂ Ｑ を し ま し た 。 お 肉 が 多 く て 食 べ き れ る

か 心 配 だ っ た け ど お い し く 残 さ ず 食 べ ら れ ま

し た 。 次 に マ リ ン ワ ー ル ド に 行 き ま し た 。 イ

ル カ と ア シ カ の シ ョ ー は 、 ア シ カ が 楽 し そ う
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に 歩 い て い る の が と て も か わ い か っ た し 、 イ

ル カ が 高 く ジ ャ ン プ し て い た り 、 ま わ っ て き

れ い に ジ ャ ン プ し て い た の が か わ い か っ た で

す 。 ク ジ ラ が ジ ャ ン プ し て い る の も す ご か っ

た で す 。 マ リ ン ワ ー ル ド の 中 で は 、 ク ラ ゲ が

す ご く き れ い で し た 。 夜 に は 花 火 を や り ま し

た 。 ひ さ し ぶ り だ っ た し 友 達 と 仲 良 く や れ た

の で よ か っ た で す 。  

4 日 目 は 、 福 津 市 の 団 員 と お 別 れ 式 を し ま

し た 。 離 れ る の は さ び し か っ た け ど 3 日 間 楽

し く 過 ご せ た の で よ か っ た で す 。 ま た 会 え る

時 を 楽 し み に し た い で す 。  

2 日 目 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 交 流 会 で は 、 自 分 の 意

見 も し っ か り 出 せ た の で よ か っ た で す 。 わ た

し が 思 っ て い た こ と の ほ か に も い ろ い ろ な 意

見 が で て き た の で 、 で き る も の か ら わ た し も

や っ て み た い で す 。  

福 津 の い い と こ ろ や き れ い な と こ ろ は 、 い

っ ぱ い あ る の で ま た 機 会 が あ れ ば す す ん で 行

き た い で す 。  
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福 津 市 と の 交 流 事 業 に 参 加 し た 思 い 出  

 

 今 回 の 交 流 で は 、 松 本 市 訪 問 団 が 福 岡 県 の

福 津 市 を 訪 れ て 、 ４ 日 間 福 津 市 で 過 ご し ま し

た 。 僕 は 今 回 の 交 流 会 で 福 津 市 の 友 達 と も ま

た 会 う こ と が で き て 、 も っ と 仲 良 く な れ て と

て も 嬉 し か っ た で す 。 福 岡 県 で い ろ ん な こ と

を 経 験 し ま し た が 、 そ の 中 で ３ つ 印 象 に 残 っ

た こ と を 紹 介 し た い と 思 い ま す 。  

 １ つ 目 は 、 「 太 宰 府 天 満 宮 」 に 行 っ た こ と

で す 。 太 宰 府 天 満 宮 は 、 菅 原 道 真 公 の 御 墓 所

の 上 に ご 社 殿 を 造 営 し 、 そ の 御 神 霊 を 永 久 に

お 祀 り し て い る 神 社 で す 。 学 問 の 神 様 と し て

有 名 で 受 験 生 が よ く こ こ に 訪 れ て お 参 り し た

り し ま す 。 そ こ に は 学 問 な ど の 他 に は 健 康 や

安 全 の お 守 り や 鉛 筆 な ど が あ り ま す 。 僕 は 事

前 学 習 し た 時 に 、 学 問 の 神 様 と い う こ と に 興

味 が あ っ て 是 非 行 っ て み た い と 思 っ て い ま し

た 。 と こ ろ が 、 み ん な の 多 数 決 で マ リ ン ワ ー

ル ド に 決 ま っ た の で 残 念 に 思 っ て い た の で す
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が 、 最 終 的 な 旅 程 を 見 た と き に 太 宰 府 天 満 宮

が 入 っ て い て と て も う れ し か っ た で す 。  

 ２ つ 目 は 「 海 」 で す 。 長 野 県 に は き れ い な

山 が た く さ ん あ る け ど 海 が な い 県 で す 。 福 津

市 に は き れ い な 海 が あ り ま し た 。 遠 く か ら 見

る 海 は と て も き れ い で ワ ク ワ ク し ま し た 。 と

こ ろ が 、 浜 辺 に 行 っ て み る と 、 き れ い だ と 思

っ て い た 浜 辺 に は 色 々 な ご み が 散 乱 し て い て

悲 し い 気 持 ち に な り ま し た 。 海 に 行 く 前 に 海

洋 プ ラ ス チ ッ ク に つ い て 学 ん で い た の で 実 際

に そ の 問 題 を 目 で 見 て 理 解 す る こ と が で き ま

し た 。 僕 は 以 前 、 夏 休 み の 自 由 研 究 で 海 洋 プ

ラ ス チ ッ ク を 減 ら す た め の 活 動 と し て Ｓ Ｄ Ｇ

ｓ （ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） を 調 べ た こ と が あ

っ た の で 、 と て も 興 味 が あ り ま し た 。 海 洋 プ

ラ ス チ ッ ク に 詳 し い 、 は る さ ん の お 話 に よ る

と 、 ５ ㎜ 以 下 の プ ラ ス チ ッ ク を 「 マ イ ク ロ プ

ラ ス チ ッ ク 」 と い っ て 、 そ れ を 小 さ な 魚 が 食

べ 、 大 き な 魚 が 小 さ な 魚 を 食 べ る と い っ た 連

鎖 が 起 き て 、 最 終 的 に 我 々 人 間 が 口 に す る こ
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と も あ る よ う で す 。 さ ら に プ ラ ス チ ッ ク は 、

い つ ま で た っ て も 自 然 に 戻 る こ と は な い と 知

り ま し た 。 プ ラ ス チ ッ ク は １ 年 間 に 約 ８ ０ ０

万 ト ン も 海 に 流 れ 込 み 、 そ れ は ス カ イ ツ リ ー

の 約 ２ ２ ２ 本 分 に 相 当 す る よ う で す 。 僕 は こ

の こ と を 知 っ て び っ く り し ま し た 。 僕 は こ の

こ と を で き る だ け 多 く の 人 に 伝 え た い と 思 い

ま す 。  

 最 後 は サ ッ プ で す 。 サ ッ プ と は サ ッ プ ボ ー

ド の 上 に 乗 る と 左 右 差 を 明 確 に 感 じ た り 、 重

心 位 置 を 感 じ た り す る こ と が で き ま す 。 サ ッ

プ の 上 に 乗 っ た 時 、 と て も 怖 く て な か な か 立

つ こ と が で き な く て 座 っ て い ま し た 。 で も 僕

は そ れ に 恐 れ な い で 頑 張 っ た 結 果 、 立 つ こ と

が で き ま し た 。 立 っ て み た ら 意 外 に 怖 く な く

て 気 が 付 い た ら 楽 し く な っ て い ま し た 。  

 僕 は 貴 重 な 経 験 が で き て 嬉 し か っ た で す 。

今 回 の 経 験 し た 海 の こ と や 歴 史 な ど 、 福 津 市

に し か な い こ と や そ こ で し か 出 来 な い こ と の

魅 力 を み ん な に 教 え た い で す 。  
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松 本 市 ・ 福 津 市 子 ど も 交 流 事 業  

               

 今 回 の 交 流 事 業 は 、 も と も と 、 夏 に や る 予

定 で し た 。 延 期 に な っ た と い う 連 絡 が き た 時  

は 、 す ご く か な し か っ た で す 。 な ぜ な ら 、 一

日 、 一 日 近 づ い て い く と 、 心 の ワ ク ワ ク も 、

大 き く な る か ら で す 。 私 は 、 「 福 岡 は 、 夏 の

方 が 楽 し い 」 と 思 い 込 ん で い ま し た 。 で も 、

今 回 や っ た こ と で 、 そ の 思 い 込 み が 、 ひ っ く

く り か え っ て し ま う ほ ど の 四 日 間 で し た 。  

二 日 目 に 、 久 し い ぶ り に 福 岡 の 子 と 会 い ま

し た 。 そ の 時 は も う 嬉 し く て た ま り ま せ ん で

し た 。 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 で は 、 教 え て く れ る

人 の 声 が 聞 こ え な か っ た り し た ら 、 福 岡 の 子

が 教 え て く れ て 、 曖 昧 な 状 態 で そ の 場 を 離 れ

る 事 が あ り ま せ ん で し た 。 私 は 、 「 さ す が 」

と 思 い な が ら 見 学 し ま し た 。 勾 玉 づ く り で は 、

黒 の 勾 玉 を 選 ぶ こ と が 出 来 ま し た 。 一 度 、 や

っ た こ と が あ っ た け ど 、 好 き な 形 に で き た の

で 、 四 角 に し ま し た 。 理 由 は 簡 単 で 、 た だ た
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だ 、 形 が 思 い 浮 か ば な か っ た か ら で す 。 で も 、

作 れ て よ か っ た で す 。  二 日 目 の 最 後 は 、 宮

地 嶽 神 社 に 行 き ま し た 。 道 が 長 く て 大 変 だ っ

た け ど 、 写 真 も 取 れ て 、 日 本 一 の 太 鼓 と し め

縄 と 、 鈴 も 見 れ て 、 「 す ご ー い 。 良 い こ と あ

り ま す よ う に 」 と 見 な が ら お 願 い し ま し た 。  

 そ し て 、 三 日 目 に な り ま し た 。 こ の 日 に は 、  

サ ッ プ が あ っ て 、 と て も わ く わ く し て い ま し

た 。 も う 何 回 も ウ エ ッ ト ス ー ツ は 着 た こ と が

あ っ た の で 、 す ん な り 着 る こ と が で き ま し た 。

プ ラ ス チ ッ ク ご み を 拾 っ た と き は 驚 き ま し た 。

こ ん な に も 、 プ ラ ス チ ッ ク ご み が 海 岸 沿 い に

ひ ろ が っ て い る と は 知 り ま せ ん で し た 。 少 し

シ ョ ッ ク で し た 。  

 長 野 県 民 と し て 、 海 は 憧 れ の 存 在 で す 。 だ

か ら 、 す ご く ワ ク ワ ク し て い ま し た 。 で も 、  

そ れ と 同 時 に 、 怖 く も あ り ま し た 。 ゆ っ く り  

海 に 足 を 入 れ て い っ て 、 ム カ デ 号 に 着 い た と

き は 、 「 意 外 と 大 丈 夫 ？ か な ？ 」 と 少 し 安 心

し ま し た 。 ま ず 、 座 っ て 漕 い で い た ら 、 だ ん
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だ ん 、 怖 い か ら 楽 し い に イ メ ー ジ が 変 わ り ま

し た 。 立 ち 上 が っ た 時 は 、 ブ ル ブ ル 震 え て い

た け ど 、 立 て た と き は 、 怖 い 達 成 感 が あ り ま

し た 。 初 め て 海 に 入 っ て 、 は じ め て の 感 覚 を  

味 わ う こ と が で き て 、 と て も 嬉 し か っ た で す 。  

 最 後 は 、 み ん な で の 最 後 の 交 流 会 、 花 火 の  

交 流 会 で す 。 私 は 花 火 を や る こ と を 知 り ま せ

ん で し た 。 だ か ら 花 火 の 交 流 会 と 聞 い た と き 、

す ご く 驚 き ま し た が 、 と て も 嬉 し か っ た で す 。

な ぜ な ら 最 後 の 交 流 会 で 、 花 火 な ん て で き る

と 思 っ て い な か っ た か ら で す 。 パ チ パ チ と 光

る 花 火 が 、 と て も す て き で し た 。 こ の 時 間 が

終 わ ら な い で ほ し い と 思 い ま し た 。 そ の 後 の

お 菓 子 を 食 べ た と き も 、 お し ゃ べ り し な が ら

食 べ る お 菓 子 は と て も 美 味 し か っ た で す 。 と

て も 楽 し く て 、 き ら き ら し た 時 間 で し た 。  

 も っ と 書 き た い こ と 、 言 い た い こ と が あ る

け れ ど 、 そ れ で も 、 私 の 心 に 刻 ま れ た 大 事 な

あ の 時 間 は 一 生 の 宝 物 に な っ た と 思 い ま す 。  

    あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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     交 流 会 で 学 ん だ こ と  

 

 私 が 交 流 会 で 学 ん だ こ と は ２ つ あ り ま す 。

１ つ 目 は 古 墳 、 ２ つ 目 は マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ

ク に つ い て で す 。  

 古 墳 に は 大 き な 石 が 使 わ れ て い て 一 番 大 き

く て １ ４ ０ ㎝ く ら い の 石 が 使 わ れ て い ま し た 。

天 井 部 分 が へ こ ん で い る 古 墳 は 、 地 震 や 大 雨

で 、 積 ん で あ っ た 中 の 石 が く ず れ て へ こ ん だ

そ う で す 。 古 墳 の 形 は 様 々 で 、 ま る い 形 を し

た 円 墳 や 四 角 形 の 形 の 方 墳 、 鍵 穴 形 の 前 方 後

円 墳 が あ り ま す 。 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 に は ４ ８

個 の 古 墳 が あ り ま し た が 、 そ の う ち ２ ～ ６ 号

と ４ ４ ～ ４ ５ 号 墳 が 国 道 を 作 る た め に こ わ さ

れ て 、 ４ １ 個 に な っ て い た の が お ど ろ き で し

た 。 な ぜ か と い う と 、 古 墳 な の で 大 切 に 守 ら

れ て い る と 思 っ て い た か ら で す 。 今 は 世 界 遺

産 に 登 録 さ れ た の で 研 究 し て い る そ う で す 。

ど ん な 発 見 が あ る か た の し み で す 。 す ご い と

思 っ た も の は 、 前 方 後 円 墳 の ２ ２ 号 墳 で す 。
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前 方 部 分 は な く な っ て し ま っ て い た の で 分 か

り ま せ ん で し た が 、 後 方 部 分 が 見 れ ま し た 。

新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 の 最 大 規 模 の 古 墳 で 、 小 山

を そ の ま ま 使 っ た く ら い 大 き か っ た で す 。  

 ２ つ 目 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク は 、 上 流 か

ら 流 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ で す 。 太 陽 の 紫

外 線 で 小 さ く な り 、 ５ ㎜ 以 下 に な っ た プ ラ ス

チ ッ ク ゴ ミ の こ と を さ し ま す 。 プ ラ ス チ ッ ク

ゴ ミ は 、 木 や 葉 っ ぱ な ど と は ち が い 、 自 然 に

還 ら な い の で 、 何 百 年 も 何 千 年 も 、 ど れ だ け

小 さ く な っ て も プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ の ま ま だ そ

う で す 。 そ れ に レ ジ 袋 な ど は 、 海 に 住 ん で い

る ウ ミ ガ メ や ク ジ ラ な ど が ク ラ ゲ と ま ち が え

て 食 べ て 死 ん で し ま う 事 が わ か り ま し た 。 上

流 に い る 私 た ち が ゴ ミ の 分 別 な ど を 心 が け た

ら 、 プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ や マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ

ク ゴ ミ が 少 な く な り 、 海 の 生 き 物 た ち が 安 心

し て 海 で く ら せ る よ う に な る の か な … と 思 い

ま し た 。 本 で 読 ん で 知 っ て は い た け れ ど 、 海

に 行 っ て 心 か ら 実 感 す る こ と が で き ま し た 。
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マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 食 べ た 魚 を 人 間 が 食

べ た ら 、 人 体 に も 危 害 が お よ ぶ の で 、 改 め て

ポ イ 捨 て を し な い 、 ゴ ミ の 分 別 を き ち ん と し

て 海 を 守 っ て い き た い で す 。  

 最 後 に 、 交 流 会 を 通 し て 、 学 校 以 外 の 友 達

と 仲 良 く 交 流 で き た の で う れ し か っ た で す 。

ち い き の ゴ ミ ひ ろ い の 活 動 な ど が あ っ た ら 積

極 的 に 参 加 し て 、 プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ な ど を 減

ら し て い き た い で す 。  
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松 本 市 ・ 福 津 市 子 ど も 交 流 事 業 に 参 加 し て  

               

 12 月 25 日 か ら 28 日 ま で の ３ ぱ く ４ 日 の 子 ど

も 交 流 事 業 に 参 加 し ま し た 。 交 流 し て 印 象 に

残 っ た こ と は ６ つ あ り ま す 。  

 １ つ は 、 「 太 宰 府 天 満 宮 」 の こ と で す 。 天

満 宮 に ま つ ら れ て い る 菅 原 道 真 公 は 、 学 問 ・

至 せ い ・ や く よ け の 神 様 で 、 合 格 き 願 で 、 お

ま い り に 来 る 人 が 多 い そ う で す 。 そ こ で 、 合

格 き 願 の お 守 り を 姉 へ の お み や げ に 買 い ま し

た 。  

 ２ つ は 、 「 新 原 ・ 奴 山 古 墳 群 」 の こ と で す 。

古 墳 群 は 、 沖 の 島 の 関 連 い 産 群 と し て 、 日 本

で 初 め て 古 墳 群 が 世 界 い 産 に な っ た 場 所 で す 。

４ ８ の 古 墳 が あ る そ う で す 。  

 ３ つ は 、 「 宮 地 嶽 神 社 」 の こ と で す 。 神 社

に は ３ つ の 日 本 一 が あ り 、 大 し め 縄 ・ 大 鈴 ・

大 太 鼓 を 見 ま し た 。 し め 縄 の 重 さ は 約 ３ ｔ だ

と い う こ と で す 。 作 っ た 人 は す ご い と 思 い ま

し た 。  
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 ４ つ は 、 「 海 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て 学 ん だ こ

と 」 で す 。 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク は 、 ５ ㎜ 以

下 の プ ラ ス チ ッ ク の こ と で す 。 上 流 か ら 流 さ

れ て き た プ ラ ス チ ッ ク は 、 海 に 浮 か び 、 太 陽

の 紫 外 線 に よ っ て 、 わ れ や す く な っ て い き ま

す 。 こ れ は 、 紫 外 線 に は プ ラ ス チ ッ ク を 弱 く

す る 力 が 入 っ て い る か ら で す 。 か た 手 だ け で

３ 分 間 プ ラ ス チ ッ ク を 拾 う 「 ワ ン ハ ン ド ビ ー

チ ク リ ー ン 」 と い う 活 動 を 行 い ま し た 。 思 っ

て い た よ り も 多 く の プ ラ ス チ ッ ク が あ っ た の

で び っ く り し ま し た 。  

 ５ つ は 、 「 サ ッ プ 体 験 」 の こ と で す 。 サ ッ

プ 体 験 で は 、 ゆ れ る 波 の 上 に あ る ボ ー ド に 乗

っ て 、 み ん な で ボ ー ド を こ ぎ ま し た 。 高 波 が

来 て 、 た く さ ん ボ ー ド が ゆ れ た り し て 大 変 だ

っ た け れ ど 、 冬 の 海 を 楽 し め た の で よ か っ た

で す 。  

 ６ つ は 、 「 福 津 の 友 達 と 遊 ん で い て 気 づ い

た こ と 」 で す 。 松 本 で は 、 『 い っ せ っ せ 』 と

よ ん で い た 遊 び は 、 福 津 で は 『 ゆ び す ま 』 と
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い う よ び か た で し た 。 指 の 組 み 方 も ち が っ た

の で び っ く り し ま し た 。 方 言 も 博 多 弁 で 、 言

葉 の 最 後 に 『 ～ け ん 』 を つ け る そ う で す 。 松

本 と ち が う と こ ろ が わ か り ま し た 。  

 松 本 で は で き な い 体 験 や 、 学 び を た く さ ん

知 る こ と が で き た り 、 他 の 人 の 考 え 方 を 知 っ

て 自 分 の 考 え を 深 め ら れ て よ か っ た で す 。  
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